
公共用水域の水質保全

平成22年度 ～ 平成26年度 袋井市

（H22当初） （H23末） （H26末）
①
下水道処理人口普及率＝下水道処理人口／行政人口

②

③

事　後　評　価
○事後評価の実施体制、実施時期

平成28年3月
袋井市水道部審査審議会において審査を行い、評価の判定及び対応方針を決定する。

袋井市ホームページにて公表
１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

Ａ1　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26
A-1 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 汚水 新設 829 △
A-2 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 汚水 新設 489 △
A-3 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 水処理 増設 291 ○
A-4 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 汚泥処理 増設 0 －
A-5 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 汚水 － 6 ○

合計 1,615
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

進捗
状況工種 （延長・面積等）

計画的な耐震対策のための検討 耐震対策業務　１式 袋井市

番号
事業
者

省略
要素となる事業名

事業内容

アクアパークあさば整備（水質保全） 沈砂池ポンプ棟(6,600㎥/日） 袋井市

アクアパークあさば整備（水質保全） 汚泥濃縮設備(6,600㎥/日） 袋井市

進捗
状況（事業箇所）

袋井処理区管渠整備（未普及解消） 下水道整備面積 29ha 袋井市

浅羽処理区管渠整備（未普及解消） 下水道整備面積 17ha 袋井市

公表の方法

交付対象事業

事業
者

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費

（百万円）

Ｃ 125 百万円
効果促進事業費の割合

7%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,740 百万円 Ａ 1,615 百万円 Ｂ 0 百万円

　　計画の成果目標（定量的指標）

下水道処理人口普及率を40.9％（H26末）に向上させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（様式６） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

良好な水環境を将来の世代に引き継いでいくため、公共用水域の水質を保全する。

35.5% 39.3% 40.9%



Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

C-1 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 121 △

C-2 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 0 △

C-3 下水道 一般 袋井市 直接 袋井市 4 ○

合計 125

番号 備考
C-1

C-2

C-3

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。
（参考）　計画の成果目標を同一とする地域自主戦略交付金の交付対象事業

（別添「事業実施計画」参照）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・効果的、効率的な整備計画を策定するとともに、コスト縮減対策についても引き続き取り組みながら下水道施設整備（接続率UP）の向上に努める。

指標②（）
目標値と実績
値に差が出た
要因

指標③（　）
目標値と実績
値に差が出た
要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

・今後の下水道施設整備に伴う「10年概成」については、現在、実施している下水道基本構想の見直し結果に基づき、より一層の効率的、効果的な整備を行うため、地域住民の意向確認のもと
整備後、速やかに下水道へ接続する地域を中心に事業を進捗していく。

一体的に実施することにより期待される効果
基幹事業である管路と接続した枝線整備を一体的に行うことで、整備地域の生活環境の向上を図る。

基幹事業である管路と接続した枝線整備を一体的に行うことで、整備地域の生活環境の向上を図る。

市民と行政が協働して、市中心部を流れる原野谷川の水質や水辺環境の改善啓発を行うことで、下水道事業への理解を深め、接続の推進を図り、公共用水域の水質を保全する。

・公共用水域の水質保全と生活環境の改善を目的にした、平成26年度末における定量的指標の目標値40.9%を1.40%上回る42.3%の成果が得られた。

指標①（下水
道人口普及
率）

目標値と実績
値に差が出た
要因

40.90% 　円滑な事業推進により計画通り整備が実施されたこと、また関連事業により整備が進んだことに
より、下水道人口普及率は、42.30%に達した。
　これにより、今後の「10年概成」に伴う下水道施設整備が先行され、軽減が図られた。

42.30%

活動支援 誇れるふるさとの川づくりプロジェクト 接続推進、川の探検、クリーン作戦 袋井市

新設 袋井処理区管渠整備（未普及解消） 下水道整備面積 5ha 袋井市

新設 浅羽処理区管渠整備（未普及解消） 下水道整備面積 0.4ha 袋井市

番号
事業
者

省略
要素となる事業名 事業内容

市町村名
港湾・地区名

全体事業費

（百万円）

進捗
状況工種


